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Ⅰ 　 管 内 の 概 要

1 概 要

県 総 面 積 13,783.90k㎡
県 総 人 口 1,773,723人
いわき市面積 1,232.51k㎡
いわき市人口 322,509人

令和５年４月１日現在（県面積、人口）
令和５年１月１日現在（市面積）
令和５年４月１日現在（市人口）

（いわき市HP、福島県HPより）

(18.2%)
322,509人

1,773,723人

面　積
人　口

県総面積
13,783.90k㎡

県総人口

1,232.51k㎡
(8.9%)

　

　いわき地域は、福島県の東南部に位置し、東北地方と首都圏の接点にあり、いわき七浜（久之浜、四

倉、薄磯、豊間、永崎、小名浜、勿来）と呼ばれる約67㎞の海岸線で太平洋に面し、北は双葉郡、西

は阿武隈高地を隔てて田村市、田村郡、石川郡、東白川郡と接しています。その面積約1,232㎢（県の

約9％）、人口約32万人（県の約18％）であり、当地域全体が比較的温暖な気候を有しています。

　いわき地域の基礎を築いたのは平安時代に
興った岩城氏と言われ、戦国時代から江戸時代
へと移り変わっていく中で、幾多の覇権の交替
と領地の変遷を繰り返しながら、しだいに都市
形成の原型ができてきました。幕末の安政2年、
常磐炭田が発見されたことは、その後の当地域
の産業構造を決定づける大きな要因となりま
した。
　戦後、当時の国策を背景として石炭産業が隆
盛を極め、関連する重化学工業等の産業が発展
しましたが、昭和30年代に至り石炭から石油
へのエネルギー転換が進み、地域疲弊が募る中、
「常磐・郡山地区」の新産業都市に指定されま
した。これを契機に、当地域は再興を期すため
昭和41年5市4町5村が合併して「いわき市」
となり、平成11年4月からは中核市に移行し
平成28年10月1日に市制施行50周年を迎え
ました。

いわき地域のあゆみ
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いわきの美しい自然と観光

夏井川渓谷 いわきおどり

国宝白水阿弥陀堂

塩屋埼灯台

小名浜港花火大会

アクアマリンふくしま 小名浜マリンブリッジ小名浜さんかく倉庫勿来関跡

いわき市内の13行政区域別面積と人口

(令和５年4月1日、人口 322,509人）
(いわき市HPより）

1,279人

4,770人

2,431人

850人

6,329人

4,584人

14,216人

91,666人

80,809人

46,909人

24,139人

32,173人

12,354人

　いわき地域は、きらめく太平洋や豊かな森林と中小河川がつくる渓谷美、さらには国宝「白水阿弥陀堂」
など、美しい自然と歴史・文化を有しています。




